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〈めざす人間像〉ふるさとに愛着と誇りをもち、知・徳・体が調和し、社会的に自立した人間 

 

１５５名の新入生とともに令和６年度塩田中スタート 
 ～ 全校生徒５２８名が集団の目標・個人の役割を自覚しよう ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５５名の新入生を迎え、塩田中学校の新年度が出発しました。齋藤毅校長先生は入学式の式辞の

中で新入生に対し、「あいさつ・清掃・合唱が素晴らしいこの塩田中で、自分で考え、自分で判断し、

自分で行動する力をつけて大人になる準備をする３年間を過ごしてほしい」と話されました。１年生

のみなさんはこの言葉を胸に、一人ひとりがこれから１日１日を大切に過ごしていきましょう。 

引き続いて行われた始業式での講話では、塩田中プライドの「生徒が主人公の塩田中づくり」を前

進させてほしいと校長先生は塩田中生・塩田中生徒会に期待を示したあと、６年前の仕事でご縁がで

きたＥＸＩＬＥのＴＥＴＳＵＹＡさんから「普段はグループから離れて１人で活動することがあって

も、グループとして活動するときには１つの目標に向かってそれぞれの個性を尊重し合い、個々の役

割を自覚してファンを熱狂させるパフォーマンスを発揮している。センターにばかり注目がいきがち

だが、それぞれの位置に役割があり、誰もが欠かせない存在」ということを学んだ、と話されました。

そして、私たちの学校生活に同じことが言えて、クラスや学年、生徒会、部活動といった集団の中で
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生徒会長のあいさつ 

新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。ようこそ塩田中学校においでください

ました。今こうして新たにみなさんと出会えたことを在校生一同大変うれしく思っていま

す。みなさんは入学されたばかりで不安なこともたくさんあると思います。私も新入生のこ

ろ、広い校舎の中で迷子になってしまい、とても不安になったことがありました。しかし、

そんなとき先輩方が優しく教えてくださり、とても安心したのを覚えています。学校のこと

で何か分からないことがあれば、近くの先生方や先輩に何でも聞いてください。優しい先

輩、先生方が必ず助けてくれるでしょう。 

塩田中では銀杏祭やシオリンピックなどのたくさんの行事があります。その中では、普段味

わえないような達成感や友情を得られると思います。 

また、中学校では部活動があります。部活動では学年を超えた関わりの中でたくさん友達

と共に楽しい学校生活を過ごすことができます。 

これから早速忙しい毎日になると思いますが、新入生のみなさんと楽しい学校生活をつく

っていきたいと思います。これからよろしくお願いします。 

お互いを縛り合うことなく、それぞれの違いを前提に個性を尊重し合いながら、共通の目標に向かっ

て一人ひとりが自分の役割を自覚し、伸び伸びと活動できる質の高い集団づくりをしてほしいと校長

先生の思いを話されました。最後に、「令和６年度のスタートに当たり、自分が所属する集団の目指す

ものは何か、そして自分の役割は何か、しっかり考え新たなスタートを切ってほしい。この１年、全

校生徒一人ひとり、そして各集団の大いなる成長を期待します」とまとめられました。 

 

生徒会入会式開催（５日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今年度８名の新任の先生方をお迎えしました。 

   

新入生代表のあいさつ 

 

塩田中学校の先輩方、今日はこのような会を開いていただきありがとうございます。昨日の入

学式で私たち１年生は塩田中生の一員になりました。中学校では部活動や生徒会、教科担任の先

生など小学校とちがうことがたくさんあります。新しい生活はとても楽しみですが、同時に分か

らないこともたくさんあると思います。先輩方の背中を見ながら頑張っていきますので、困った

ときには助けていただけるとうれしいです。 

先輩方、これからもよろしくお願いします。 


